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要旨 
 

2021 年度に実施した奄美群島の 3 島（喜界島、沖永良部島、奄美大島）の魚類相調査を報
告する。計 4 回のフィールド調査によって 3 島から 1,600 個体以上の魚類が採集された。現
在も同定作業を進めているが、ここではすでに明らかになった知見を中心に紹介する。 
 

はじめに 
2021 年度の奄美群島の魚類相調査として、7 月と 10 月に喜界島、8 月に沖永良部島、11月

に奄美大島における調査を実施した。これら3 島の魚類相はこれまでにも包括的な調査が行

われており、各島からの過去の報告を含め、Nakae et al. (2018)は奄美大島から1,615種、Fujiwara 
and Motomura (2020)は喜界島から 530 種、Motomura and Uehara (2020)は沖永良部島から 637
種を記録した。しかし、奄美群島の魚類多様性は極めて高く（本村、2021）、その後も調査が

実施される度に追加種が報告され続けている。沖永良部島からはMotomura and Uehara (2020)
以降、追加の初記録 50 種を報告した藤原ほか（2020）を始め、シューヤジリチンヨウジウオ

が同島から日本初記録として報告された（Araki et al., 2020）。奄美大島からはNakae et al. (2018)
以降も毎年多くの種が新たに報告されている（例えば赤池ほか、2021b）。本報告では、2021
年度に実施された奄美群島における魚類相調査の成果概要を記す。 
 

方法 
 

2021 年 7 月 17–22 日に喜界島（3 名による調査）、8 月 19–25 日に沖永良部島（14 名）、10
月 18–23 日に喜界島（3 名）、11 月 15–20 日に奄美大島（2 名）の魚類相調査を行った。7 月

の喜界島ではダイビング、10 月の喜界島では釣り、奄美大島では河口域や沿岸浅場で手網と

釣り、沖永良部島ではダイビング、釣り、および手網を用いた総合的な調査を実施した。得

られた個体は宿泊・研究施設に持ち帰り、標本登録、種同定、DNA 解析用筋肉切片の採取、

展鰭、撮影、固定等の一連の標本作製作業をおこなった。標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に所蔵した。また、奄美群島 3 島においては上記調査の他に継続的に様々な機会

に現地から鮮魚を得ている。本報告では 2021 年度にこれらの追加で得られた種も含めた。 
 

結果 
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喜界島調査によって 186 種 475 個体が採集され、そのうちヒラスズキは琉球列島における

標本に基づく初めての記録として報告された（中村ほか、2021a）。沖永良部島調査では 708
個体が採集され、赤池ほか（2021a）によって標本に基づく同島初記録の魚類 66 種が報告さ

れた。同時に外来種サザンプラティフィッシュの島内における新たな定着河川も報告された。

さらに同島をタイプ産地として新種Lepadichthys geminus（タスジウミシダウバウオ）が記載

された（Fujiwara and Motomura, 2021）。奄美大島調査では 420 個体が採集され、多くの同島

初記録種（日本初記録 1 種、薩南諸島初記録5 種などを含む）が報告された（例えば出羽ほ

か、2021；古𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺2021；飯野ほか、2021；中村ほか、2021b；Hoshino and Motomura, 2021；
橋本ほか、2021）。また、これまで奄美大島ではあまり調査が行われていなかった潜砂性魚類

を重点的に調査した結果、未記載種を含む多くの新知見が確認されたため、現在記載・報告

の準備中である。これらの潜砂性魚類は道路拡張工事等による環境変化の影響を受けやすい

ため、今後も個体群が健全に維持されるか懸念される。 
以上のように、2021 年度の奄美群島の魚類調査によって、多くの新知見を得ることができ

た。今後も季節ごとのきめ細やかな調査を行い、奄美大島の魚類の多様性を解明したい。 
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